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一般質問 

6

環
境
保
護
の
意
識
高
揚
は

住
民
の
意
識
向
上
を
図
る

熊
谷　

初
男 

議
員

　

今
、
自
然
環
境
は
地
球
規
模
で

気
候
の
変
動
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

原
因
は
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
に
よ
る
温
暖
化
現
象
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

人
間
、
一
人
ひ
と
り
が
温
暖
化
防
止
の

た
め
に
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
未
来

へ
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
の
保
証
は
で
き

ま
せ
ん
。

①
環
境
保
護
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
事
業

経
過
と
今
後
、
保
護
意
識
の
高
揚
を
ど

の
よ
う
に
図
る
か
。

②
本
村
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
現
状
と
リ

サ
イ
ク
ル
意
識
度
を
ど
の
様
に
把
握
し

て
い
る
か
。

③
環
境
保
護
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
本
格
的

な
、
イ
ベ
ン
ト
事
業
と
し
て
計
画
実
行

す
る
考
え
は
。

④
Ｃ
Ｏ
2

削
減
の
効
果
も
あ
り
、
ま
た
、

農
家
経
営
の
安
定
対
策
に
も
な
る
こ
と

か
ら
、
米
を
主
と
し
た
作
物
の
代
替
燃

料
化
（
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
）
事
業
に

取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

⑤
旧
焼
却
炉
の
解
体
の
見
通
し
は
。

①
た
き
ざ
わ
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー

会
議
を
設
立
し
、
環
境
保
全
の

企
画
、
実
践
活
動
を
定
期
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
会
議
の
活
性

化
を
図
り
住
民
意
識
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

②
資
源
ご
み
の
分
別
収
集
、
村
広
報
誌

の
不
用
品
斡
旋
コ
ー
ナ
ー
、
子
ど

も
会
等
に
よ
る
集
団
資
源
回
収
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
回
収
は
、
14

年
度
に
対
し
18
年
度
は
約
29
％
の
伸

び
と
な
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ア
ル
ミ

缶
類
は
半
減
し
て
お
り
持
ち
去
り
行

為
が
起
因
す
る
と
推
察
さ
れ
、
今
後

は
集
積
所
の
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

③
毎
年
環
境
を
テ
ー
マ
に
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
お
り
、
昨
年
は
「
た
き
ざ

わ
も
っ
た
い
な
い
学
習
会
」
と
題
し
、

講
演
会
、
環
境
保
全
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
も
施
策
の
展
開
を
図
り

ま
す
。

④
現
在
、
米
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
化

に
つ
い
て
は
試
験
・
研
究
中
の
よ
う

で
あ
り
、
今
後
と
も
動
向
を
注
視
し

た
い
。

⑤
今
後
、
実
施
に
伴
う
財
源
確
保
な
ど

事
業
計
画
書
の
策
定
に
着
手
し
、
取

り
壊
し
の
見
通
し
は
、
策
定
後
に
提

示
を
考
え
て
い
ま
す
。

Q1

（
し
の
の
め
会
）

▲小学生による市兵衛川の「底生生物」調査
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村
と
し
て
の
農
業
振
興
の
柱
は

①
新
経
営
安
定
対
策
の
進
捗
と
、

産
業
と
し
て
の
農
業
振
興
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②
直
売
所
支
援
の
展
望
と
、
重
要
課
題
の

後
継
者
へ
の
支
援
・
対
策
を
ど
う
考
え

る
か
。①

新
対
策
に
つ
い
て
は
、
個
別

経
営
体
で
は
米
・
麦
・
大
豆
で

36
名
が
申
請
、
集
落
組
織
は
１
組
織

で
す
。
村
と
し
て
の
農
業
は
、
理
念

と
し
て
の
柱
を
検
討
し
つ
つ
、
個
別

の
分
野
ご
と
に
話
し
合
い
を
し
、
政

策
と
し
て
築
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

②
直
売
所
は
、
今
年
4
月
に
設
立
し
た

「
牧
野
林
産
直
組
合
」
に
支
援
し
て

い
ま
す
。
後
継
者
対
策
は
後
継
者
組

織
に
側
面
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
効
果
は
い
ま
ひ
と
つ
な
の
で
、

地
域
と
と
も
に
糸
口
を
探
る
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

武田　猛見 議員
高い国保の減免拡充を

減免要綱は妥当な基準

①
資
格
者
証
明
書
の
発
行
状
況
と

収
納
効
果
は
。
ま
た
、
事
実
上
、

保
険
証
取
り
上
げ
と
な
る
こ
と
か
ら
取

り
や
め
る
考
え
は
。

②
短
期
保
険
証
発
行
数
、
特
に
１
ケ
月
単

位
の
発
行
数
は
。

③
所
得
2
0
0
万
円
以
下
に
対
す
る
減
免

の
拡
充
が
必
要
で
は
な
い
か
。
考
え
は
。

①
発
行
は
増
え
て
い
ま
す
が
、

収
納
率
が
上
が
っ
た
こ
と
か
ら
、

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　
　

公
平
性
か
ら
、
や
め
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

②
5
月
末
で
3
2
1
件
、
１
ケ
月
保
険

証
は
85
件
で
1
／4

程
度
で
す
。

③
現
在
の
減
免
要
綱

は
妥
当
な
基
準
で

あ
り
、
生
活
困
窮

者
に
対
し
て
は
生

活
保
護
基
準
を
運

用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
現
在

ま
で
該
当
す
る
人

は
い
ま
せ
ん
。

住
民
税
減
免
要
綱
制
定
す
べ
き

①
住
民
税
の
負
担
影
響
と
、
問
い

合
わ
せ
件
数
と
内
容
は
。

②
負
担
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
低
所
得
者

へ
の
住
民
税
減
免
要
綱
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

①
課
税
額
が
２
０
０
万
円
以
下

の
方
は
、
所
得
税
と
住
民
税
で

１
万
４
千
円
の
増
と
な
り
ま
す
。
問

合
せ
は
１
日
50
件
程
度
で
し
た
。

②
村
税
条
例
の
非
課
税
の
範
囲
に
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
減
免
に
つ
い
て

は
研
究
し
ま
す
。
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▲保険年金課窓口
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